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当
院
電
子
カ
ル

テ
の
交
換
に
伴

い
、
電
子
処
方
箋

（
以
下
電
処
）
機

能
も
付
け
加
え

た
。
し
か
し
手
続

き
は
難
儀
だ
っ

た
。
電
処
開
始
に
は
医
師
資
格

証
が
必
要
で
、
日
本
医
師
会
に

申
請
し
た
が
発
行
に
２
カ
月
が

必
要
だ
っ
た
。
し
か
も
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
不
足
に
よ
り
カ
ー
ド
本
体

は
到
着
せ
ず
に
、
ま
ず
は
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
。
電
子

証
明
書
で
も
電
処
は
可
能
な
の

で
、
電
子
カ
ル
テ
メ
ー
カ
ー
に

連
絡
し
た
が
、
こ
こ
で
ま
た
問

題
が
発
生
。
電
処
に
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
管
理
ソ
フ

ト
の
費
用
が
発
生
す
る
と
聞
い

て
い
た
が
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体

制
整
備
加
算
の
電
処
利
用
は
２

点
の
加
算
が
あ
る
の
で
、
コ
ス

ト
増
は
相
殺
で
き
る
と
考
え
て

い
た
。
し
か
し
、
電
子
証
明
書

利
用
で
は
別
に
年
間
１
・
１
万

円
の
費
用
が
発
生
す
る
と
い
う

の
だ
。
メ
ー
カ
ー
担
当
者
も
こ

の
費
用
が
発
生
し
な
い
よ
う
カ

ー
ド
本
体
の
到
着
を
待
っ
て
か

ら
電
処
開
始
の
手
続
き
を
進
め

て
は
と
提
案
し
て
く
る
有
様
だ

っ
た
▼
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整

備
加
算
の
条
件
で
あ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
利
用
者
の
比
率

も
次
第
に
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
し
、
最
終
的
に
は

こ
の
加
算
も
廃
止
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
結
局
、
電
処
開
始
の

時
期
で
は
な
い
と
思
う
に
至
っ

た
。
電
処
の
補
助
金
期
間
最
後

辺
り
の
開
始
を
検
討
中
だ
。
あ

ま
り
に
も
医
療
施
設
の
事
務

的
、
経
済
的
な
負
担
を
考
慮
し

て
い
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
電

処
の
利
用
拡
大
を
目
指
す
な
ら

制
度
改
善
が
必
要
だ
。
こ
の
国

の
医
療
行
政
の
進
め
方
の
不
味

さ
を
ま
た
垣
間
見
て
し
ま
っ
た
。

（
関
）

田中麻衣子
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医
療
危
機
脱
す
プ
ラ
ス
改
定
は
必
須

政
策
部
長
談
話

診
療
所
の
利
益
、
最
頻
は
▲
３
・
０
％

　

政
策
部
は
８
月
２１
日
、「
危

機
に
瀕
す
医
療
体
制
の
強
靭
化

へ
／
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス

改
定
を
求
め
る
」
と
題
す
る
磯

崎
哲
男
部
長
談
話
を
発
表
。
日

医
は
じ
め
医
療
団
体
、
国
会
議

員
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
送
付
し

た
（
３
面
）。

　

談
話
は
概
算
要
求
基
準
が
自

然
増
分
の
４
千
億
円
上
限
と
な

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
年
末
の

予
算
編
成
へ
向
け
、
従
来
型
の

概
算
要
求
の
削
減
で
は
な
く

「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」
の
方

向
転
換
を
活
か
し
、
大
幅
な
診

療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
た

も
の
。
談
話
へ
は
日
医
役
員
、

県
医
師
会
役
員
、
週
刊
東
洋
経

済
、
赤
旗
、
月
刊
保
険
診
療
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
研
究
者
、

非
営
利
・
協
同
総
合
研
究
所
い

の
ち
と
く
ら
し
、
兵
庫
協
会
理

事
長
、
京
都
協
会
・
保
団
連
等

か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

談
話
は
診
療
所
の
経
常
利
益

率
（
Ｒ
６
年
）
の
最
頻
が
▲
３
・

０
％
～
▲
２
・
０
％
（
厚
労
省

推
計
値
）
で
病
院
よ
り
も
悪
い

と
指
摘
。
医
療
費
は
保
険
料
と

税
金
で
構
成
さ
れ
、
医
療
費
財

源
が
痩
せ
細
る
と
第
一
線
医
療

を
は
じ
め
重
層
構
造
の
医
療
体

制
の
医
療
危
機
が
深
刻
化
す
る

と
強
調
。
参
院
選
後
の
衆
参
の

少
数
与
党
化
で
与
野
党
と
も
に

政
治
責
任
は
重
く
な
っ
て
い
る

と
突
き
付
け
て
い
る
。

　

ま
た「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」

が
、
前
回
改
定
で
改
定
財
源
を

ほ
ぼ
す
べ
て
「
賃
上
げ
」
に
投

入
し
、
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た

「
経
営
安
定
分
」
の
確
保
を
賃

上
げ
と
と
も
に
明
記
、
確
約
し

た
こ
と
を
前
進
と
し
て
評
価
。

た
だ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
制
度
の
難

解
さ
・
複
雑
さ
か
ら
、
賃
上
げ

に
十
分
に
は
資
さ
ず
、
そ
の
施

設
基
準
の
届
出
実
績
が
裏
付
け

て
い
る
と
指
摘
。
人
材
流
出
で

医
療
機
関
の
機
能
縮
小
が
な
い

よ
う
に
見
直
し
が
必
要
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

現
実
無
視
の
病
院
へ

の
傾
斜
配
分

　

昨
今
、
識
者
か
ら
言
わ
れ
出

し
た
診
療
所
医
療
費
の
病
院
医

療
費
へ
の
移
転
、傾
斜
配
分
は
、

実
態
を
み
な
い
空
論
と
強
調
。

診
療
所
の
医
療
費
は
国
民
医
療

費
の
２
割
で
し
か
な
く
、
こ
の

医
療
費
で
約
１０
万
の
診
療
所
が

外
来
患
者
の
７
割
を
診
て
お

り
、
医
療
の
入
口
、
初
診
患
者

の
８
割
を
診
て
い
る
と
強
調
。

歯
科
医
療
も
約
７
万
の
歯
科
診

療
所
が
国
民
医
療
費
の
７
％
で

歯
科
患
者
を
診
て
お
り
、
薬
局

の
医
療
費
の
半
分
に
も
満
た
な

い
と
提
示
。
第
一
線
医
療
の
軽

視
、
診
療
所
の
医
療
費
の
削
減
・

傾
斜
配
分
と
な
れ
ば
、
重
層
構

造
の
医
療
体
制
の
均
衡
が
崩

れ
、
医
療
提
供
そ
の
も
の
や
、
医

療
の
質
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

最
後
に
医
療
・
福
祉
に
９
０

０
万
人
が
従
事
し
産
業
別
で
は

第
三
位
で
あ
り
、
医
療
界
の
賃

上
げ
実
現
は
社
会
的
影
響
度
を

高
め
、
医
療
費
総
枠
拡
大
は
経

済
波
及
効
果
を
高
め
る
と
強

調
。
歳
出
予
算
の
社
会
保
障
関

係
費
は
自
然
増
へ
「
経
済
・
物

価
対
応
」
増
加
分
を
加
算
し
、

診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定

が
必
須
だ
と
結
ん
で
い
る
。

要
な
制
度
」
と
基
本
認
識
を
提

示
。
こ
の
報
告
制
度
の
創
設
経

緯
を
踏
ま
え
釘
を
さ
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
現
行
の
報
酬
評

価
が
実
態
的
な
か
か
り
つ
け
医

の
役
割
や
機
能
を
十
分
に
点
数

評
価
し
て
い
な
い
旨
に
触
れ
、

そ
の
評
価
の
必
要
性
を
説
い
て

い
る
。

　

ほ
か
に
は
整
形
外
科
や
、
皮

膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
受
診
延

べ
日
数
の
多
さ
を
捉
え
、「
専

門
科
外
来
の
包
括
評
価
」
の
設

定
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。

整
形
等
専
門
科
の

外
来
包
括
化
浮
上

　

前
回
鳴
り
物
入
り
の
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
巡
り
、
中

医
協
分
科
会（
８
月
２１
日
）
で
診

療
所
と
歯
科
診
療
所
の
届
出
が

４
割
弱
と
な
っ
た
と
示
さ
れ
た

が
、
目
標
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
４
・

５
％
に
届
か
ず
、
１
％
も
不
足

と
問
題
化
さ
れ
て
も
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
春
の
財
政
制
度

等
審
議
会
「
建
議
書
」
で
は
、

診
療
所
や
中
小
病
院
の
診
療
報

酬
の
点
数
項
目
の
改
廃
に
言

及
。
再
診
料
の
「
外
来
管
理
加

算
」の
包
括
化
や
初
診
料
の「
機

能
強
化
加
算
」
廃
止
を
唱
え
て

お
り
、
各
々
▲
２
千
６
５
４
億

円
、
▲
２
１
６
億
円
の
計
▲
２

千
８
７
０
億
円
で
、
改
定
率
▲

０
・
６
％
に
相
当
。
今
回
の
議

論
は
、
こ
れ
と
早
く
も
軌
を
一

に
し
た
動
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
攻
防
は
、
中
医
協
資

料
や
議
論
を
把
握
し
、
随
時
、

機
先
を
制
す
る
発
信
が
必
須
と

な
る
（https://w

w
w

.m
hlw

.go.

jp
/s

tf/s
h

in
g

i/s
h

in
g

i-

chuo_128154.htm
l

）。

　

財
政
審
の
流
れ
を
汲
ん
だ
、

識
者
ら
の
、
①
診
療
所
医
療
費

の
病
院
へ
の
財
源
移
転
に
よ
る

「
傾
斜
配
分
」、
②
軽
医
療
の
保

険
外
し
、
③
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
―

が
、
専
門
紙
誌
や
報
道
番
組
な

ど
で
最
近
、
医
療
危
機
の
対
処

法
と
し
て
言
わ
れ
始
め
て
い

る
。
皆
保
険
制
度
の
医
療
を
棄

損
す
る
、
理
の
な
い
主
張
で
あ

り
、
的
確
な
反
論
も
医
療
界
で

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
外
し

へ
冷
静
的
確
に

　

保
険
給
付
範
囲
の
縮
小
と
な

る
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
に
関
し
公
式
な
議
論
は
な

い
。
こ
の
議
論
は
社
会
保
障
審

議
会
の
医
療
保
険
部
会
が
主
と

な
り
、
中
医
協
で
も
議
論
と
な

る
の
が
通
例
。
現
段
階
で
、
日

経
新
聞
（
７
月
３０
日
）
や
読
売

新
聞
（
８
月
２５
日
「『
市
販
品

類
似
薬
』
保
険
か
ら
除
外

検

討
本
格
化

患
者
、
費
用
負
担
に

不
安
」）の
報
道
が
先
行
す
る
が

何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
を
保
険
給
付
か
ら
外

し
、
医
療
と
の
寸
断
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
先
発
品
と
同

様
に
選
定
療
養
の
枠
組
み
の
活

用
が
想
定
さ
れ
る
。

　

三
党
合
意
も
あ
り
予
断
は
禁

物
だ
が
、
楽
観
も
禁
物
と
な
っ

て
い
る
。

　

協
会
は
秋
以
降
、
精
力
的
に

大
幅
プ
ラ
ス
改
定
実
現
と
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
保
険
外
し
阻
止
で
、

運
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

て
重
な
る
こ
と
に
な
る
。

外
来
機
能
報
告
の

点
数
評
価
は
違
反

　

７
月
１６
日
の
中
医
協
総
会
の

議
論
の
テ
ー
マ
は
「
外
来
」。

人
口
構
成
や
診
療
所
数
の
推

移
、
外
来
受
療
率
や
外
来
患
者

の
年
齢
階
級
別
推
移
な
ど
と
と

も
に
、
受
診
延
べ
日
数
や
診
療

科
別
１
診
療
所
あ
た
り
月
額
医

療
費
な
ど
、
現
状
に
関
す
る
仔

細
な
資
料
が
提
示
さ
れ
た
。「
診

療
報
酬
上
の
評
価
」
と
し
て
は
、

①
初
再
診
料
の
回
数
、
②
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
評
価
、
③
外

来
機
能
の
分
化
、
④
情
報
通
信

機
器
を
用
い
た
診
療
等
が
あ
げ

ら
れ
た
。

　

議
論
で
は
、
支
払
側
が
２４
年

度
改
定
で
大
幅
再
編
・
算
定
制

限
が
導
入
さ
れ
た
生
活
習
慣
病

管
理
料
に
関
し
、「
一
定
の
政

策
効
果
が
現
れ
て
い
る
」
と
評

価
。
そ
の
上
で
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
に
関
し
、「
気
管
支
喘

息
、
慢
性
胃
炎
の
算
定
回
数
が

伸
び
て
い
る
」
と
問
題
視
。「
必

要
に
応
じ
さ
ら
に
見
直
す
こ
と

が
課
題
」、「
外
来
管
理
加
算
と

併
せ
て
検
討
さ
せ
て
も
ら
う
」

と
発
言
。
医
療
側
の
日
医
か
ら

は
、
要
件
化
さ
れ
た
療
養
計
画

書
の
作
成
や
計
画
書
へ
の
患
者

の
署
名
取
得
に
「
臨
床
現
場
は

難
渋
し
て
い
る
」、「
影
響
を
検

証
し
修
正
す
べ
き
点
は
検
討
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

反
論
し
て
い
る
。

　

医
療
法
に
基
づ
く
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
」
が
来
年
、

全
医
療
機
関
で
実
施
と
な
る
。

こ
れ
を
巡
り
、
１
号
機
能
、
２

号
機
能
に
応
じ
て
診
療
報
酬
評

価
と
絡
め
た
評
価
を
説
く
支
払

側
に
対
し
、
医
療
側
の
日
医
は
、

こ
の
報
告
制
度
は
「
診
療
報
酬

上
の
評
価
と
結
び
付
け
て
議
論

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
も
都
道
府
県
が
最
適
な
医

療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
必

　共済部は7月30日、共済セミナー「ドクターとし

て、最低限知っておきたいお金の知識―2025年版

―」を協会会議室とWEBライブ配信併用で開催。講

師には東京海上日動あんしん生命保険㈱横浜支社

エグゼクティブ・ライフパートナー ロイヤルメ

ンバーの石原香介氏を招き、80名の参加があった。

　氏は当会の提携フィナンシャルプランナーも務

めて20年。その経験を踏まえて当日は、ドクターという職業とライ

フステージに沿った生命保険、金融商品について縦横無尽に解説。

医療法人化のメリット・デメリットに始まり、病気などによる休業

や事業継承・相続、子どもの教育資金などの課題に触れ、それらを乗

り越えるための“お金”の考え方やふやし方（iDeCo、NISA、生命保険）

を提案した。

　参加者アンケートでは、9割が「満足以上」と回答した。また、会員

特典として希望者には石原氏との個別相談の機会も設けられてお

り、7名の申し込みがあ

った。

共済セミナー共済セミナー

ドクターとして知っておきたいドクターとして知っておきたい
“お金”のふやし方とは“お金”のふやし方とは

活動報告活動報告quick reports

講師の石原氏
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議
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０
２
６
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定
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６
月
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日
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な
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算

編
成
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省
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で
進
み
内
閣
が
改
定
率

を
決
定
。
点
数
項
目
は
新
設
や

改
編
、
廃
止
な
ど
中
医
協
で
議

論
が
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、
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労
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今
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、
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れ
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険
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、
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険
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範
囲
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と
し

神奈川県保険医協会

会員数
（8月27日現在）

6,525名
医科：3,952名

歯科：2,573名


